
品質保証活動

品質方針
当社は、お客様に満足いただける製品を提供するために、

品質方針を定めて、さらなる品質の改善に努めています。

品質マネジメント体制
当社では、代表取締役社長の指示のもと、サービスの品

質保証ならびに製造物の責任者に生産本部長を任命し、品
質不具合の未然防止など品質保証活動を推進しています。

また、品質マネジメントシステムとして、ISO9001やIATF 
16949の認証を取得しており、お客様に満足いただける品
質の良い製品を安定して供給できる体制を整えています。

品質マネジメントシステムの認証取得事業場

ISO9001:2015 沼津事業所

IATF16949:2016
（自動車触媒） 本社、沼津事業所、つくば事業所

品質監査
■　製品への取り組み

各事業所では、マネジメントシステムに基づき、外部監査、
内部監査を年に1回実施しています。

■　物流への取り組み
当社は、物流プロセスでの不慮の事故による製品損傷や、

品質方針
1. 当社の品質方針は以下とする。
（１） 顧客が満足する品質を提供し、信頼を得る。
（２） 全員参加で継続的な改善を図る。

2. �方針を達成するため、以下各号に定める事項を推進
する。
（１） �ISO-9001等に適合する品質マネジメントシステム

を構築すると共に、システムの継続的改善を図る。
（２） �各部門で品質目標を設定・実行し進捗状況を把

握しながら、定期的に見直しを図る。
（３） �品質方針の適切性については、マネジメントレ

ビューで見直しを行う。
（４） �品質方針を全構成員に周知し、理解を深める。

2024年度に受賞した品質関連表彰

ダイハツ工業 連続品質優秀賞 2024 年 5 月

SUBARU 品質優秀賞 2024 年 5 月

日野自動車 品質管理優良賞 2025 年 3 月

品質管理教育
当社は、品質マネジメントに携わる人材の能力向上のた

め、品質マネジメントシステムの規格や概念論、IATF16949
に基づくコアツール理解や品質管理手法の理解など、内部監
査員の力量維持等を目的とした教育・研修を積極的に行って
います。

また、品質に関する適切な牽制機能を果たせるよう、品質
管理に関わる社員を対象として、外部資格の取得や外部セ
ミナーへの参加を推奨し、支援しています。

〈資格・検定〉・IATF16949サプライヤー監査員（SAC）
・日本規格協会 QC検定

〈セミナー 〉・ISO9000審査員研修コース
・IATF16949内部監査セミナー

作業ミスによるお客様への影響を未然に防止することを目
的とし、定期品質監査を実施しています。特に、作業の標準
化と力量基準の設定、標準どおりの作業と力量の監視に重
点を置き、是正と改善に努めています。

品質パフォーマンスの向上
当社では、品質パフォーマンス向上のため、以下の取り組

みを行っています。

■　品質改善のための社内会議体等
当社は、品質不具合の再発防止を確実にするだけではな

く、各部門が連携してリスクを考慮した品質不具合を未然に
防止するための体制を構築しています。

• 監査報告会	 • 品質会議
• 品質製造連絡会	 • 品質ヒヤリハット（不具合報告）
• 品質パトロール	 • 品質リスク低減活動

■　技術協力体制
当社では、自動車排出ガス浄化触媒など、日本で開発され

た触媒の性能を損なうことなく、海外の生産工場でも製造
できる技術移管の体制が整っています。

また、BASFグループとの技術交流を定期的に行い、最新
技術を導入することで、さらなる品質改善を図っています。

BASFグループとの協力体制

◉	エヌ・イー ケムキャット
●	BASFとエヌ・イー ケムキャットの共同事業（排出ガス浄化触媒）
■	BASFの製造・研究拠点（排出ガス浄化触媒）
▲	BASFの製造拠点（プロセス触媒）

■　品質評価
当社は、触媒の開発からスケールアップまで、お客様と二

人三脚で行うケースが少なくありません。そのため、お客様
の満足度と品質の向上を目的として、毎年「顧客満足度調
査」を実施し、継続的な品質の改善に取り組んでいます。

エヌ・イー ケムキャットは創業以来、お客様の信頼と期待に応える製品やサービスを提供してきました。
引き続きお客様の課題解決に貢献できるよう、継続的な品質の向上に取り組んでいきます。

リーンシックスシグマ（LSS）活動 GB／BB／MBB認定者数

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第8期 第9期第7期

66
1212

1818
2121

2626
3232

3838 4040
4444

■ GB　■ BB　■ MBB
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チームマネジメント
ステークホルダー管理
意思決定と最終決定

自己のリーダーシップ開発
メンバーのリーダーシップ開発

メンバーの動機付け

事業プロセスの改善
実際の問題解決（改善機会の実現）
創造的思考
変革管理
継続性と管理
プレゼンテーションと報告のスキル
組織の利益についての識別と
優先順位付け

プロジェクトマネジメント

LSSのツール

リーダーシップ

数値分析能力

4つの能力

統計的技法
リスク分析とリスク管理
データの収集と分析

統計ソフト活用

Six Sigmaの技法
Leanの技法
顧客志向
プロセス思考のスキル

LSS（Lean Six Sigma）活動とは、定量的なプロセス改善・品質改
善の世界標準手法の一つです。当社は、LSS活動を単なる業務改善
の手段ではなく、グリーンベルト（GB※1）／ブラックベルト（BB※2）／
マスターブラックベルト（MBB※3）に求められる4つの能力を総合的
に開発し、将来リーダーとなる人材を育成することを目的として、活
動に取り組んでいます。

2019年の活動開始以降、2024年7月に終了した第9期までに
MBB：1名、BB：4名、GB：44名が認定を受け、職場において中心的な
役割を担いながら、活動を推進しています。

2024年度の主な品質管理教育

お客様とともに　品質保証活動

※1　グリーンベルト（GB)：LSSの資格の一つ。通常の業務範囲におけるLSSプロジェクトを主導する。
※2　ブラックベルト（BB)：GBの一つ上の資格。GBへの指導・助言や、分野を横断したLSSプロジェクトを主導する。
※3　マスターブラックベルト（MBB)：�全社的なLSS活動の展開・定着を担う資格。LSSプロジェクトの管理、LSS活動の中長期計画、経営層への支援、トレーニング、 

プロジェクトコーチング、社内認知度の向上などを行う。

LSＳにより開発する４つの能力

教育・研修プログラム名 実施事業所
IATF16949の規格の理解 つくば
IATF16949 コアツール教育（PFMEA） 沼津／つくば
IATF16949 コアツール教育（コントロールプラン） 沼津／つくば
ISO9001の概要 本社
プロセスアプローチ 本社
いきさつダイヤグラム／なぜなぜ分析 沼津
計測器管理 沼津
検査ばらつき 沼津
内部監査について 沼津／つくば
供給者監査について つくば
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